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彼 岸 随 想一一
ミ カ ヅキキず
ミカヅキ村。 そこはかとなく春秋の風情を偲ばせる
この里の名は， 初 月村と書く。 ご 存じ木枯紋次郎の生
地上州新田の郡のそれとは異なり， 高知市の在にあっ
た旧村である。
粉体と称する， 固体でもなし まして液体や気体で
はない物質のー状態を規定する， この私達の専門用語
も， 現在では理工学のいろいろな分野に幅広く拡散し
て， 多くの人々によって何の抵抗もなく使用きれるよ
うになった。 そして， 年に一度位は世界のどこかでこ
れに関連する国際会議も開催きれるようになったし，
わが国の十数学協会で共催する、粉体に関する討論会H
が， この秋の京都で第13回目の会合を迎えるに至って
いる。 しかし， さまざまな文献の年代を遡って調べて
みる時， 1 96 0年代の中頃から現在までの粉体という言
葉とそれに関連した仕事の大きな拡がりに対して，19 50
年代の初頭では二 ・三の学会誌の論文の表題に僅かに
散見されるほどになり， そしてその先は， しばらくの
時間的空白をへて， 寺田寅彦先生が ホ科学。 の第3巻
77頁に記された 、自然界の縞模様’ と題する解説論文
(1933 ） に到達して終る。 それはあたかも， 流れの中
にポイントソースで滴下されたトレーサーの色素溶液
の一滴が一条の細い線となり， やがて時間と距離の増
加とともに拡がりを見せて， 末は一様に混合してゆく
流れ系における混合の実験のフローパターンの態様に
似て， まさしく寺田随筆のとある頁に記された， 言葉
工学部教授 沢 畠 恭
もまた時間の経過とともに四方に拡散してゆくものの
一つであるこいう意味の文章通りの姿を見ることがで
きる。
空間的に周期性をもって排列された可視的な物質形
象を包含する意味で天然に存在する per iodi c patterns 
一一噴泉塔， 鍾乳石， 構造土ならびに砂泥の波形やク
ントの塵像など一ーについで考える時， その底辺に横
たわってこれらを繋ぐ共通な問題， その問題の基礎と
しての ‘粉か という特殊な存在に関する知識の必要性
が生じ，「粉状物質の堆積は， ガスでも， 液でも， 弾性
体でもない別種のものであって， これに対して 、粉体
力学。 があるはず」であると述べるとともに， 「粉体
の運動」に関する研究の重要性を指摘しているこの論
文は， 粉体という言葉の提唱とともに， 粉体に関する
自然科学的探索の重要性を将来に向って予言されたも
のと解釈され， 粉体という言葉の拡散の原点もまたこ
の論文に存在するものと， 現在私は考えている。
秋分の日の高岡は， 涼風きわやかな秋晴れの一日で
あった。 寺田先生のお墓は， 高知市在の旧ミカヅキ村
にあると聞いている。 今日のようにすがすがしし勺 い
つかある一日に， 寺田先生の墓前をおたずねしたいと
いうことは， 粉体工学の世界の一隅で毎日を送ること
のできる私の， 切なる願いの一つである。
(19 7 5・ 9 ・24)
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記
外，
西ドイツの大学町フライブルクに滞在して
経済学部助教授 寸、 Y台原 久
このたび昨 年1 0月から 1 年間ドイツ連邦共和国の大
学町F reibur g i m  Breisgauに滞在する誉に浴し， 有意
義な研究・生活体験を得ることができました。
フライブルク 大学（正式名，Al』此ーL吋wi停－ Universit話t
Freiburg im Breisg au 1457 年創立。）では日ごろ研究書
の上でしか接することのできなかったJ.H Muller , B 
Kul p. E. Hoppmann, T. D am s の諸教授や， また， 同じ
意味でH O加i (Wurzbur g 大学）, A E. Ott ( Tub in gen 
大学）， E. Tuc htfeldt ( Ber n大学），W. Krelle ( Bonn 
大学）， W. Me inhol d ( Mun c hen工科大学e mer itiert ) 
などの諸教授に親しく指導を受けて， 諸教授の幅広い
学問と情熱に感得することが多し 一般経済政策を確
立するために遠く険しい荊の途をたどたどしく歩み続
けている小生にはまたとない大きな影響を受けました。
一般経済政策のある事柄では日本におりましたときに
は持っていなかったものを身につけることもできまし
た。 大学では新館 3階に研究室を得， その上， 開架式
で蔵書数の多い経済学部図書室， 学術雑誌室、 地下書
庫， 複写機や大学図書館（こちらの方は市民にも開放
きれています。）を自由に利用できる便宜が与えられま
した。 関係者のご厚意に改めて感謝しております。
フライブルク 市は西ドイツ南西部ライン河沿いの伝
統のある美しい大学町（人口約17万 人。 学生数が約1 .7
万 人のため市民1 0人のうち 1 人は学生です。）ですれ小生
は当 市西隣のLehen（人口約2, 000人。） 下宿し， ノ〈スで
20分ほどの距離の大学へ通いました。
ここで， 大学のことを少し。 著名なはWeber (1 894 
- 1 896 年） やW. Eu c ken ( 1927 年より）の在籍当時（括
孤内はフライブルク 大学正教授期間） と違い， 1974,
1975年現在のスタッフは， 正教授1 0人， 助手30人でし
たc 日本め大学の講座に該当するものが研究所になっ
ているため， 各正教授は各氏が持っておられる研究所
の所長であり， 講座主任教授です。 この研究所で各正
教授のゼミが行なわれます。 セ、ミは 5～ 8 ゼメスター
（ 日本の3, 4 年生にあたる。） の学生数が約 6 00人も
いて， 教授数からみてセ、ミどころではなく， ゼミ参加
資格が厳しく設けられて， 1 ゼミの定員は30人に限定
きれていました。 その代り， 1つの学期 （半 年間） が
終れば， 学生は他のゼミに自由に移れます。 このよう
なぞミのシステムです。 ゼミでは， 学生の研究発表の
後， 担当の正教授， 助手ともども時にユーモアをまじ
えて討論が 2～3時間実に活様に行なわれます。 この
ときばかりは， ドイツ入学生の理論好き， がまん強き，
がんこさを強〈感じます。
正教授のみが担当できる授業の科目は少なし 理論
部門で3 ，政策部門で3 ，経営部門で4 ，統計学関係の
音E門で 2 ，ゼミで 5～7 ， ドクトランデク ルスで4～ 5
でした。 日本の大学のように多彩な授業・開講科目が
ないのには驚きました。 授業は，幅広く，浅い内容のも
ので，その水準は普通程度でした。 授業は500～900人収
容の大教室3つが使われ， 授業時間帯は午前 9 時から
フライブルク大学正面
休憩時閉めない 1時間区切りで午後4時までの間にあ
り， ゼミは各正教授とも午後4時， 時に午後 6時から
でした。 教授は授業 開始時聞のちょうと：·15分後に議義
室あるいはゼミ室に入られますので， 教授の正味授業
時聞は45分のとき， 90分のときがありましたが， 正教
授 1 人 当 りの 1週間の持ち授業回数は平均4-6 回で
した。 ドク トランデク ルスの学生の授業に関しては，
学部の場合とは少し違いますが， 学生は専用の研究室
で実に激しい研究をしていました。 小生が参加しまし
たJ. Heinz Mul ler 教授， E Hopp m an教授，B. Kulp教
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授の各ドク トランデク ルスの学生数は， それぞれ4'
3 '  2 て、した。
大学の各学部， ことに1975年度経済学部登録の学生
数は1,173 人 （内訳。 ドイツ人…男 ・女子学生各々 904 ,
188人。 外国人…男・女子学生各 7々2人， 9人。）ですが，
その大多数の学生は， 男性なら年中長髪， ひげ面， ジ
ーパン姿， 女性なら冬はジーパン姿， 夏は極めて開放
的な姿を楽しんでいましたが， 学生気質はよく遊ひ＼
よく遊びでよく学びなどは伺えそうもありませんでし
た。 しかし， 少数の者は他の者に比べて顔つきや態度
が違い実に激しい研究を図書室にとじこもってしてい
ました。 彼等も小生同様下宿生が多く， 生活面では，
インフレと不況が併存する西ドイツ経済の情勢下にあ
って高い消費者物価と本代に悩まきれていました。 本
や諸物価のことはさておき， 参考までに， 小生の部屋
代は， 6畳ぐらいの家具付の部屋で1か月につき 165
D M ， 約21,000円で＼三食なしでした。市内では普通同じ
条件で18 0～25 0D M でした。 食事については， 単身滞
在のため勝手がわからずいろいろと苦労しました。 初
ドイツ留学をへて
めのころはレストランで1人味気なく食事していまし
たが， 日常生活に慣れるにつれて市内の百貨店 Kaufhof
やスーパーで食料品を買い，週4 Bの自炊生活を始める
るようになってからは食事方法・内容も何んとかなり
ました。 週4 日の自炊と申しますことは， ゼミが週3
日あって午後4時から始まるため週3 日は外食をしま
したからです。昼食は，学生食堂を利用しましたので楽
でした。 生活面ではその他 いろいろなことがありました。
とにかし 冬期が長＜ ( 10月～4 月） 暗くて寒〈，
硬水しかないし， きらに， 言葉， 風俗 ・生活習慣， 政
治・経済 ・社会構造， 教育制度， その他の諸制度の異
なる西ドイツの自然的・社会的環境の中にあって， 生
活面や研究面にいろいろととまどいながらも， かぜも
ひかず， 外国人の躍り易い消化不良性の痛みを感じる
ことさえなし 心身ともしごく健康で過すことができ
ました。
先日無事帰国しました。 再ぴ富大経済学部で活躍で
きますことを喜んでおります。 今後とも何とぞよろし
くお願いいたします。
小学校教員養成課程（音楽） 杉 政 明 美
昭和4 9年度文部省学術局， 教員養成大学学部学生海
外派遣制度により， 私は， 海外留学という機会をえる
ことができました。
この制度自体， あまり知 られておらず， まして， ド
イツ語圏への留学生は， きわめて少なかったように伺
っております。
P瓦dagog is c h e Hoc h s c hule Reut l ing en （ロイトリ
ンゲン教育大学） は， Baden-W i r t t ember g  （パーデ
ン ・ビュルテンベルク ） 州Reut ling en （ロイトリンゲ
ン） という小都市にあります。
水西ドイ、ソ， 正式の国名は， ドイツ連邦共和国。 西ベ
ルリンを含む1 1州から成るこの国， 州議会， 州政府な
どをもち， 地方自治の精神を強〈生しているJこの文
章の解釈の仕方， 意義について， Piidagog is c he Hoch -
sc hul e  Reut l ing en （以下PH ）という大学を例にして，
少し述べたいと思います。 PHロイトリンゲンは，Baden­
Wi r t t emberg 州文部省の管理下にあるのです。 私のPH 
の学生証には， 外｜文部省の省の印が押しでありますし，
授業料を払った際にもらう印も，連邦政府からではなく，
州政府からのものでした。 私の場合，PH でのはじめて
の日本人留学生 （ アメリカのある大学とは姉妹校のた
一3
め， 3 か月ごとに2 0名ほどアメリカ入学生がきており
ましたし， インドネシア， ベトナム， アフリカ諸国か
らも， 連邦政府の出す奨学金で学ぶ学生が多く来てお
りました。）であったため， 必要書類は， 州文部省を通
ロイトリンゲンを望む、ンュティーフェル教授邸の庭にて
じ， ボンの連邦政府文部省によって審査されました。
ドイツの大学は， Abit ur （高等学校Gymnasium卒業 試
験） がそのまま大学入学資格試験となる由ですが， 日
本でいう大学1年生 （ 一般教養課程） で取得するので，
日本で高校を卒業した学生は， まだ， ドイツの大学で
の入学資格は， 与えられない由です。 ボンの文部省か
らの書類によって， 富山大学が， “ei ne aner kannte 
Hoc h sc h ul e Jap ans ”として＆"2－められ， PHロイトリ
ンゲンの学生証， Studienbuc h （取得教科を記入して
いくもの） を手にしたときは， 筆舌につくしがたい喜
びでした。
Winter Sem ester （冬学期）， Som m er Sem ester 
（夏学期）の 2 学期にわたり， 音楽教育学を中心に， 音
楽の各種講義をうけましたが， 実際， 音楽を楽しみと
するものにとって， 毎晩のように催されるコンサート
やオペラで， それらを聞くことができるのは， うらや
ましいかぎりでした。 人をもてなす心、をよく長日ったド
イツ人の家庭， お友達のご家族から， よく招待を受け
ましたが， ピアノ， バイオリ ン， リコーダーなどの楽
器で， 家族コンサートをするときには， そのための伴
奏に呼ばれることも度々ありました。 Reutl ing en は，
私にとって本当に第2 のHeimat（故��） なのです。
Reutling enでの生活は， すべてPr of . Stief el （シュ
ティーフェル教授）， Prof . Maur er （マオラー教授）
両教授のご助力のおかげであり， 富山大学の諸先生方
生方や関係の皆様の暖い励ましに心から感謝致します。
昭和50 年10月25日
× × × ×  
新 任教 官
0内免 俊孝 助 手（経済学部） 50 .7.l 
昭48. 4 富山大学経済学部経済学科
0高尾テルノ 講 師（保健管理センター） カウンセ
フー 50 . 8.16 
昭29. 3 富山大学教育学部第 二中等教育科
0藤本 喬雄 講 師（経済学部） 50 .9 .l 
昭44. 5 東京大学理学部数学科 担当：経済学
0榊原 英夫 講 師（経営短期大学部） 50 .10 .1 
昭50 . 9 早稲田大学大学院商学研究科博士課程
来斤イ壬にあたって
私は， この度， 富山大学保健管理センターに勤務す
ることになりました。
富山大学を出てから， すでに二十一年になりますが，
懐かしい母校で勤めきせて戴くことを大変光栄に思い
ます。 大学を終えてからも， 体育， 音楽， 美学の聴講
生として， 度々大学にお邪魔していたためか今日まで
学生の気分に浸っていたようです。
教職二十一年の間， 生徒を指導しながら疑問を感じ
たとき， 社会教育（青少年教育， 婦人教育） について
障害にぶつかったとき， あるいは生活に挫折を感じた
ときなど， 私を見守り， 励ましてくれたのは， 偉大な
自 然， 雄大な立山連峰の姿でありました。
立山山麓に育った私が， 立山を敬愛し， 自然の尊厳
を信ずるのも， 当 然なこととも思われますが， 立山に
単位取得
担当：商業簿記
0木越 治 講 師（教養部） 50 .10 .16 
昭49 . 3 東京大学大学院人文科学研究科
日百49 . 4 fl 
日百50 .10 .15 II 
修士課程修了
博士課程入
fl 退
担当 ：文学（国文学専攻）
講 師 高 尾 テルノ
魅せられ， 山に登ることすでに数十回になるでしょう
か。
春山のスキー， 剣岳の夏山登山， 晩秋の新雪を踏ん
での縦走など， つねに山の神秘と威容に打たれ， 下界
での雑念は， いつの問にか洗練きれていくようです。
「山がそこにあるから登るのだjといった英国登山界
の元老マロリ ーではないが， 生命の続 く限り， 生涯を
通じて山に登りたいと念願しています。
大学教師は， 高度な専門的知識と技術・ 人格が要求
きれ， さらにカウンセラーは， 人間性を必要といわれ
ています。 私は， そのいずれも未熟であります。 む し
ろ無に等しいものです。 まことに浅学非オお恥かしい
ものですが． これから少しでもお役に立つよう努力精
進する決心です。 何卒， 先生方や事務官の方々の， ご
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指導， ご鞭達をお願いいたしたいと思います。
幸い， 非常勤講師のとき受け持った方々が休憩時間
に訪ねてくださったり， 何人かの学生がご相談に来ら
れ， 母親か姉にでもなった心境で， お互いに胸襟を聞
いて話し合いをしています。
学 音E
〈〉薬学部だより〈〉
皆様方のご指導のもとで， あの雄大な山々に挑むよ
うに， 1歩1歩踏みしめながら努力いたしたいと思い
ますので， 何卒よろしくお導きくだきいますよう心か
らお願いして， ご挨拶といたします。
× × × × 
だ よ り
山崎高磨、学部長は10月1日付で国立富山医科薬科大 後任として， 志甫伝逸教授が選出された。 新学部長
学副学長に就任した。 の任期は10月1日より 2 年間である。
。学生部だより。
昭和50年度授業（後学期） 日程表
学 部
学年
授
業（補講を含む）
期末試 験
冬期休業
備 考
JO I 16～12 I 25, 1 I 12～2I19 2 /20～2 /27 12/26～ 1 I 1 1  
教 養 部
2 一
後
学期は学部へ移
行
2 JO/ 20～12/20、 1I 12～2 I 2 1  一 12/22-1 /1 1 定
各専
期試
攻
験
ど
は
と
授
に
業
行
終
な
了う
後
文理学部 3 J0/20～12 /20、 II 12～2 /2 1 12/ 22～I I 1 1  ，， 
4 J0/20～12 /20、 I I 12～2 /2 1 12 /22～I I 1 1  ，， 
2 J0/23～12/ 27、 II 12～2 /2 1 2 /23～2 /28 12/29～I I 1 1  
教育学部 3 J0/23-12/27、 I /12-2 /21 2 /23～2 /28 12/ 29～I I 1 1  教育実習9 / 8～JO/22 
4 J0/23～12/27、 II 12～2 I 21 2 /23～2 /28 12 I 29～I I 1 1  
2 JO/ 17～12/20、 I I 12～2 /23 2 /24～3 / 4  12/22～I I 1 1  
経済学部 3 JO I 17～12 /20、 I I 12～2 /23 2 /24～3 I 4 12/22～I I 1 1  
4 JO/ 17-12/20、 II 12～2 /23 2 /24～3 I 4 12 /22～1 I 1 1  
2 JO/ 13～12/20、 1I 12～2 I 21 2 /23～3 I 3 12/ 22～I I 11 
薬学部 3 10/ 13-12/20、 II 12～2 I 21 2 /23～3 I 3 12 /22～ 1 I 1 1  
4 (4 /21-3 /6 卒業研究） 12/ 22～I I 1 1  
2 10/20～12/ 20、 1I 12～3 I I 一 12 I 21～I I 1 1  試験日は指
定
し
な
い
工学部
3 10/20～12/20、 I  12～3 I I 一 12 I 21～ 1 I 1 1  ，， 
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女
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第27回北陸三大学学生総合体育大会 団体成績一覧表
種 目
陸 上 競 技
野 球
庭 球
軟 式 庭 球
卓 球
ノイ ド 、、 ン ト ン
，、Aミ レ ボ ー Jレ
サ 、7 カ
ラグビー・ フットボーJレ
実U 道
柔 道
ノf ス ケ ッ ト ボール
水
ヨ
準 硬
ノ、 ン
空
弓
体
自
陸 上
庭
軟 式
卓
ノぜ ド
ノ、t レ
泳
‘7 ト
式 野 球
ド ボ
手
動
競
庭
、、 ン
ボ
- ）レ
道
道
操
車
技
球
球
球
ト ン
- ）レ
バス ケ ッ トボール
ソ フ
弓
食。
ト ボ： - ）レ
道
道
優 勝 杯
金 沢 大 学 長 杯
富 山 大 学 長 杯
富 山 県 体 育 協 会 長杯
石 JI I 県 知 事 杯
金 沢 市 長 杯
福 井 市 長 杯
福 井 県 知 事 キ不
石 Jll 県 知 事 杯
富 山 県 知 事 杯
福 井 県 議 会 議 長 杯
富 山 県 議 会 議 長 杯
福 井 大 学 長 杯
福
金
井
沢
大
市
学
議
学
会
生
議
部
長
長杯
杯
石 Jll 県 議 会 議 長 杯
福 井 大学父兄後援会杯
金 沢 大 学 長 杯
福 井 市 長 杯
富 山 大 学 長 杯
福 井 市 議 会 議 長 杯
金 沢 大 学 長 杯
富 山 県 体 育 協 会 長杯
石 JI I 県 議 会 議 長 杯
福 井 県 体 育 協 会 長杯
石 川 県 体 育 協 会 長杯
福 井 県 教 育 委 員 会 杯
富 山 大 学 後 援 会 長杯
富 山 市 議 会 議 長 杯
井村杯・北信越ソフトボーJレ協会旗
本主 ス ポ ‘y 杯
金 沢 大 学 長 杯
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1 位 2 位 3 
金 沢 富 山 福
富 山 金 沢 福
福 井 金 沢 富
富 山 福 井 金
金 沢 福 井 富
福 井 金 沢 富
福井・富山 金
金 沢 福 井 富
金 沢 富 山 福
金 沢 福 井 富
金 沢 福 井 富
金 沢 E晶全， 山 福
富 山 金 沢 福
金 沢 福 井 富
金 沢 福 井 富
富 山 福 井 金
富 山 金 沢 福
福 井 金 沢
富 山 金 沢 福
金 沢 富 山
金 沢 福井・富山
金 沢 血昆圭ョ， 山 福
金 沢 a邑卓， 山 福
福 井 金 沢 t邑， 
金 沢 福 井 富
金 沢 富 山 福
富 山 金 沢 福
位
井
井
山
沢
山
山
沢
山
井
山
山
井
井
山
山
沢
井
井
井
井
山
山
井
井
昭 和50 年 度後学期専門移行者調
( 50 10.1付）
学
部主正ミ建貰
専門教育課程移行者数
移 行 不
移 行
対
47 48 49 計 許可者数 象 者 数
文理学部文学科
2 4 7 1 7 7 1 1 8 8 
文理学 部理学科
3 1 1 3 1 1 6 2 8 1 4 4 
計 2 7 1 8 4 1 9 3 3 9 2 3 2 
小学校教員 養 成課程
1 3 8 1 3 8 6 1 4 4 
中学校教員 養 成課程
4 3 4 3 4 4 7 
養 護学校教員養成課程
2 1 2 1 2 2 
幼稚園教員養 成課程
3 2 3 2 。 3 2 
計 2 3 4 2 3 4 1 1 2 4 5 
経済学部経済学科
7 1 0 3 1 1 0 2 3 1 3 3 
経済学部経営学科
------
------ l 0 0 1 0 0 2 5 1 2 5 
計 7 2 0 3 2 1 0 4 8 2 5 8 
薬 学 部薬学 科
4 5 3 5 7 2 5 9 
薬学部製薬化学科
4 5 4 6 5 5 1 
計 5 9 8 1 0 3 7 1 1 0 
工学部電気工学科
1 5 3 9 4 5 1 4 5 9 
工学部工業化学科
2 2 9 3 2 1 3 4 5 
工学部金属工学科
2 2 7 2 9 1 5 4 4 
工学部機械工学科
3 2 8 3 1 1 5 4 6 
生産機 械工学科
3 2 5 2 8 1 7 4 5 
工学部化学工学科
3 3 3 3 6 8 4 4 
工学部電子工学科
3 3 0 3 4  9 4 3 
計 3 2 1 2 1 1 2 3 5 9 1 3 2 6 
メ日弘、 計 5 4 0 9 3 0 9 7 5 1 9 6 1. 1 7 1 
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保健室利用状況（病類・学部・ 男女・ 月別）
第 1 表
前
文
理
教 育
経 済
薬
男 女 男 女 男 女 男
風 邪 1 92 7 5  4 1  9 3  1 21 3 3 3 9 
胃腸の 疾患 6 9  32 1 6  58 2 6  2 1 5 7  
打撲、捻挫、突き指 6 5  1 2 5 7  8 9  30 。 8 1  
仮眠擦過傷、刺傷 2 1 7  8 3  8 3  98 10 7 8 228 
限 の 疾 患 2 3  9 4 18 1 3  。 2 9  
歯・口腔の疾患 3 。 3 1 6 3 。 20 
皮膚の 疾 患 14 1 5  7 14 5 。 102 
火 傷 2 3  1 6  3 7 3 。 40 
耳・算の疾患 2 3 5 。 。 1 2 
貧 血 2 7 6 。 。 1 9  
健 康 相 談 7 4 2 5 3 。 72 
そ の 他 20 1 5  14 1 5  10 2 60 
休 養 3 9 I 5 2 。 3 9  
計 640 280 2 3 3  42 9 32 3 1 5 1. 1 9 8 
学 生
数
30 6 128 62 3 38 34 1 1 3 7 9  
手l周回数 ( 1人当） 2.0 9 2.02 3. 7 6 1.2 5 0. 9 5  1. 1 5  l 5. 1 6 
第 2 表
守建
文 理 教
育
経 済 薬
男 女 男 女 男 女 男
4 月 5 5  2 7  2 7  2 5  28 2 80 
5 月 6 9  3 3  2 7  3 9  3 9  4 14 5 
6 月 4 5  22 34 4 5  30 。 100 
7 月 7 5  4 1  1 7  6 3  22 。 1 1  7 
8 月 28 9 5 1 3  1 1 。 3 6  
9 月 44 1 7 1 2 1 9 1 1  2 8 6  
JO 月 82 3 9  22 4 3  52 4 1 38 
11 月 50 7 24 6 6  3 7  。 10 9 
12 月 58 18 2 7  3 9  3 1 100 
月 4 9  2 7  1 3 28 34 。 8 5  
2 月 4 6  24 1 2 34 14 。 10 8 
3 月 3 9  1 6  1 3 1 5  14 2 94 
計 64 0 280 2 3 3 42 9 32 3 1 5  1. 1 98 
-8-
五福地区 49年度（49. 4. 1『 50. 3. 31) 
学 工 学
教 養
メ口入 計
女 男 女 男 女 男 女
284 3 7  。 22 3 108 9 5 3 5 6 3  
12 1 6 。 9 9  8 3  3 7 3  2 9 6  
5 1 20 。 1 71 54 424 20 6 
2 58 2 5  。 402 18 3 1.0 62 6 30 
90 7 。 48 6 9  124 18 6 
3 6  。 。 1 3 14 42 6 6  
1 3 6  3 。 28 1 9 1 5 9  184 
6 9  3 。 1 3  1 7 8 5  10 9 
28 。 。 1 0 1 8 2 5  54 
4 7  。 。 7 2 3  2 9  8 3  
1 1  4 5 。 1 3 7 102 1 30 
1 30 8 。 32 1 6 144 1 78 
44 。 。 7 1 3 52 7 1 
1.4 0 8 1 14 0 1.0 6 6 624 3. 5 7 4 2.7 5 6 
1 3 6  64 7 2 1. 5 2 9 7 3 7  2. 9 64 1. 3 54 
10. 3 5  0. 18 。 0. 7 0 0.8 5 1.2 1 2.04 
学 工
学 教
養
メi:i弘、 計
女 男 女 男 女 男 女
84 2 1  。 100 6 6  3 1 1 204 
1 7 1 14 。 20 1 9 3  4 9 5  340 
12 7 8 。 1 9 6  10 5 4 1  3 2 9 9  
1 32 7 。 1 6 9  1 1  6 40 7 3 5  2 
2 9  3 。 4 5  34 128 8 5  
124 5 。 8 9  74 24 7 2 3 6  
122 50 。 3 6  1 6  38 0 2 2 4 
140 。 58 2 9  2 7 9 24 2 
1 1 1 3 。 4 6  2 5  2 6 5  1 94 
1 1  2 。 。 3 6  2 6  2 1 7 1 9 3  
1 62 2 。 62 20 244 240 
94 。 。 28 20 188 14 7 
1.4 08 1 14 0 1.0 6 6 624 3, 5 7 4 2. 7 5  6 
